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１．課題

れんげで作った鳥がひとりでに動いて水を飲みます。身近にあるもの、 円ショ100
ップでそろうものでできる「れんげの水飲み鳥」を作りましょう。

２．用意するもの

・グラス(または、プラスチックカップ)・れんげ・皿・洗濯バサミ つ4
・クリップ(ダブルクリップ) つ・ガーゼ・水・カッターナイフ・はさみ2
・竹串(とがった部分は、カッターナイフで切っておく)

３．作り方

洗濯バサミを絵のよう

に 組 み 合 わ せ た も の を

２セット作る

クリップ２つをれんげ

に取り付ける
クリップのアームの輪

に 竹 串 を 通 す ア ー ム は

４つあるが、

の ア と エ の ２ か 所 だ け

に通す

竹串の両端を洗濯バサ

ミ で は さ む 。 洗 濯 パ サ

ミ を ス タ ン ド に し て 装

置 全 体 が 立 つ よ う に す

る

ガーゼをストローのよ

う に 丸 め て 、 ４ 重 く ら

い に 重 ね あ わ せ る 。 れ

ん げ の 柄 よ り 少 し 長 め

に な る よ う に 、 は さ み

で切る

ガーゼを水でしめらせ

て 、 れ ん げ の 柄 の 部 分

に の せ る 柄 の 端 か ら ガ

ーゼが少し出る



４．やり方

※水には、狭い隙間を上っていく性質がある。これを「毛管現象」と言う。この水飲

み鳥の場合は、ガーゼの編み目の隙間を水が上っていく。その水がたまると、重み

。 、 、でれんげが動く コップの水面と れんげの水がたまる部分の落差(高さの違い)が

水飲み鳥の運助エネルギーのもとになっている。

※この実験は 「 」で紹介されている、 so-net kidsparty

れんげが上図のようなかたむきに

なるように、クリップの位置を調

節する

れんげの柄が鳥の首、反対側がお

しり。

柄の先のほうに、油性マジックで目

をかくとよい

水をあふれるくらい入れたコップ

のふちに、れんげの柄をのせるコ

ップの水面がれんげの水のたまる

部分より高くなるようにする

や が て 、 コ ッ プ の 水 が ガ ー ゼ を 伝

わってれんげの中にたまっていく

～ 分たつと、突然首をもたげて、1 2
おしりのほうから水がこぼれる。す

ると、首が下がりコップのふちをコ

ンとたたいて元の位置にもどる

コップの水が少なくなったら、足す


